
産地からみた地域産品の流通について

山形県鮭川村



鮭川村の概要
○ 位置
鮭川村は、山形県の北部、最上圏域北西部に位置し

村の中央部を南北に国交省「水質が最も良好な河川」
に選ばれている清流鮭川が流れる農山村です。

○ 人口：４，０７６人
世帯：１，３４１世帯
面積：１２２．１４km²
（令和２年７月末時点）

○ 農業産出額：４，７８０百万円
農業法人数：２１経営体
第１次産業従事割合：２６．６％（平成27年）

○ 交通
東京から約４８０ｋｍ山形新幹線で3時間40分、
その後車で２０分合計約４時間
東北・東北中央自動車道で約７時間



鮭川村の農業の状況

菌茸

2,083 百円
43.6%

畜産

1,029 百万円
21.5%

米

990 百万円
20.7%

花き

347 百万円
7.3%

野菜

282 百万円
5.9%

① ②

令和元年農業販売額

４，７８０百万円

①山菜 27百万円 0.6％
②たばこ 20百万円 0.5％
③果樹 1百万円 0％

なめこ

977百万円
47%

しいたけ

471百万円
23%

えのき

325百万円
16%

ぶなしめじ

228百万円
11%

菌茸販売額内訳

２，０８３百万円

②

①

③

①やまぶしたけ31百万円2％
②まいたけ29百万円 1％
③えりんぎ、原木まいたけ17百万円 1％



菌茸生産者の出荷形態（例）

運送業者

輸送会社倉庫
（宮城県）
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Ｂ地方集荷場
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Ｆ地方集荷場

生産者Ａ
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生産者Ｅ

生産者グループ

販売店



ＪＡの出荷状況（８割程度東京出荷）
菌茸を東京に輸送する場合（片道約７時間）

ＡＭ9：30 集荷場（生産者搬入）

ＰＭ8：00 東京市場着

翌日店頭販売

ＡＭ11：00 トラック積み込み



花き（バラ）の出荷状況
バラについては、生産者がそれぞれ直接市場へ出荷している。
（りんどうについては、約５４％が系統出荷で、約４６％は生産者が直接市場へ出荷している。）
市場のせりに合わせ、火曜日・木曜日・日曜日の週３回の出荷を行っている。
出荷の割合は、市場が７割、市場外（仲卸・スーパーなど）が２割、自社販売が１割となっている。
市場への出荷の内訳は、東京（大田市場花き部）が４割、大阪（なにわ花いちば）が４割、地方市場（福島、埼玉、栃木、茨

城、静岡など）が２割となっている。

・段ボール箱での出荷
バラの出荷のうち、約７２％が段ボール箱での出荷となっている。段ボールのサイズは、９０ｃｍ、７０ｃｍ、５０ｃｍの３
種類（立箱、湿式）を使用している。
バラの規格は、８０～４０ｃｍの１０ｃｍ刻み、５種類での出荷となっている。トラックに立て積みして出荷している。
９０ｃｍ（規格８０・７０ｃｍのバラ） ７０ｃｍ（規格６０・５０ｃｍのバラ） ５０ｃｍ（規格４０ｃｍのバラ）

・容器（バケツ・台車）での出荷
バラの規格については同一であるが、容器（バケツ）２０個または４０個を台車に乗せ出荷する。

出荷の形態

段ボールでの箱詰め状況 容器（バケツ）での保管状況



バラの出荷形態
段ボール箱 容器（バケツ）

複数のサイズの箱が必要
箱の組立て、箱への詰込みに労力を要する
（収穫し冷蔵庫に保管し、出荷に合わせ箱の組立て・詰込み）
切り花を保管する冷蔵庫の面積が少なく済む

容器への詰込みが容易 台車が必要となる
（収穫し、規格別に容器に入れ冷蔵庫に保管）
バケツに入れ冷蔵庫に保管するため冷蔵庫の大きさが必要となる

１台のトラックで輸送できる本数が多い
箱の積上げが可能（２段～３段積み）

１台のトラックで輸送できる本数は箱に比べ少ない

市場での転送は容易 市場での転送はしにくい

最終的に箱の廃棄が必要となる 容器は使いまわしが可能となるが、現在は回収が課題となっている

輸送の際は、段ボール箱・容器いずれも立て積みで行っている。品質を維持するため立箱を採用している。横箱の場合、切り花の切り口が完全に水に
浸かった状態を維持できるか不安が残る。（切り口が水から離れると花持ちが悪くなるほか、市場で受け入れてもらえない場合もある。ただし、水が必
要でない切り花もある。）

段ボール詰めの出荷状況 段ボール詰めと容器詰めの出荷状況容器（バケツ）詰めの搬出状況



輸送について

輸送については、個々の生産者が輸送業者がそれぞれ委託し、集出荷を行っている。
村内のバラについては、生産者が２社のため、同一の業者と契約しており１０ｔ車（冷蔵車）で輸送している。（夏は冷却、
冬は凍結防止）
集荷に際しては、村内や近隣市町村から集荷し、（有）熊谷園芸で積替えを行い出荷している。
市場の状況等により、産地から直接市場へ輸送される場合と輸送会社倉庫に運搬し、一時保管し積替えのうえ市場に輸送する
場合がある。
・東京方面への輸送は、東北中央自動車道・東北自動車道を利用し、所要時間は７時間程度
・関西方面への輸送は、北陸自動車道を利用し、所要時間は１０時間程度

積替え作業
生産施設

生産施設

生産施設

生産施設
熊谷園芸

市場

輸送会社倉庫
（酒田市）

積替え作業



貨客混載事業について



産地の流通の現状

○農産物の出荷はトラックによる輸送で行われている。

○生産施設が点在し、集荷に時間を要している。

○生産者や作目ごとに輸送業者と独自に契約し出荷している。

○流通容器が多様（特に花きについては品目や企画が多様化）で
ある。

○トラックの積載率が一定にならない。

○気象条件による影響（特に冬期間の降雪による影響）。



産地（生産者）からみた今後の課題

○流通容器や台車の規格の統一

－流通容器の規格の統一

○地域での集荷の効率化

－点在する生産施設のため、効率的な集荷システムの構築

－トラックの積載率の向上

○輸送時間の短縮

－高速交通網の整備



産地として

○生産者
・より高品質なものをより良い状態で消費者に届けるため取り組んでいる。

○村
・地方の農業を維持させる（担い手・後継者の確保、雇用の創出）。

・意欲ある生産者の支援（生産規模の拡大、品質の向上）。

流通の課題改善に向けてサプライチェーン全体での取り組みが必要。


